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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【目的】本発明の目的とするところは、挿入部が細く使
い勝手の良い視野方向の変換ができる内視鏡を提供する
ことにある
【構成】単一の挿入部にて複数方向の観察視野が得られ
るようにした内視鏡において、上記挿入部２に内蔵され
た単一のイメージガイドファイバ束２５と、上記挿入部
２の先端部分に配設された複数の観察窓と、各々の観察
窓の内側に直線偏光の方向が異なるように配設された偏
光素子４１，４２と、上記偏光素子４１，４２を設けた
各々の観察窓から取り込まれ、上記イメージガイドファ
イバ束２５を通じて伝達された像の何れかを選択して透
過する偏光素子２８と、この選択された像を撮像する固
体撮像素子３１を含む。



(2) 特開２００１－１９０４９２

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  単一の挿入部にて複数方向の観察視野が
得られるようにした内視鏡において、上記挿入部に内蔵
された単一の像伝達光学系と、上記挿入部の先端部分に
配設された複数の観察窓と、各々の観察窓の内側に直線
偏光の方向が異なるように配設された偏光素子と、上記
偏光素子を設けた各々の観察窓から取り込まれ、上記単
一の像伝達光学系を通じて伝達された像の何れかを選択
して透過する偏光素子と、この選択された像を観察する
観察手段とを含むことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、単一の挿入部にて
複数方向の観察視野が得られるようにした内視鏡に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】従来から内視鏡の視野方向を変換する様
々な方式が提案されている。これらは、対物光学系の中
に半透過鏡を設けて、直視用光学系と側視用光学系の選
択を実現する。例えば実開昭５３－１２６３８６号公報
の内視鏡では直視用観察窓と側視用観察窓の内側にそれ
ぞれ機械的なシャッタを設け、その機械的なシャッタの
開閉を交互に行うことで達成する。また、特開昭５７－
２００１２５号公報の内視鏡では直視用照明と側視用照
明を切り替えることにより観察視野方向が切り替わるよ
うにしたものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡は狭い体腔内に
挿入されて使用されるので、その挿入部はできるだけ細
いことが望まれる。
【０００４】しかし、従来の内視鏡では、先ず対物光学
系の中に像伝達光学系よりも大きな半透過鏡を設けなけ
ればならず、これが内視鏡挿入部、特に先端部分を太く
する一因となっている。さらに、視野変換を機械的な開
閉によるシャッタで行う実開昭５３－１２６３８６号公
報の内視鏡では、シャッタの存在が挿入部の先端部分を
太くする一因となっている。また、視野変換を照明光の
切り替えで行う特開昭５７－２００１２５号公報の内視
鏡では側視用照明系に設けられた反射鏡が挿入部の先端
部分を太くする一因となっている。
【０００５】さらに特開昭５７－２００１２５号公報の
内視鏡では、例え直視方向の照明光が内視鏡より照射さ
れた場合でも、狭い体腔内で反射された照明光が側視観
察窓から入射するので、直視画像上に側視画像が重なる
こともあり、実際に使用する上での不便を余儀なくされ
る。
【０００６】本発明は上記事情に着目してなされたもの
であり、その目的とするところは、挿入部が細く使い勝
手の良い視野方向の変換ができる内視鏡を提供すること
にある。
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【０００７】
【課題を解決するための手段及び作用】上記課題を解決
するために、本発明は、単一の挿入部にて複数方向の観
察視野が得られるようにした内視鏡において、上記挿入
部に内蔵された単一の像伝達光学系と、上記挿入部の先
端部分に配設された複数の観察窓と、各々の観察窓の内
側に直線偏光の方向が異なるように配設された偏光素子
と、上記偏光素子を設けた各々の観察窓から取り込ま
れ、上記単一の像伝達光学系を通じて伝達された像の何
れかを選択して透過する偏光素子と、この選択された像
を観察する観察手段とを含むことを特徴とするものであ
る。
【０００８】
【発明の実施の形態】（第一の実施形態）図１、図２お
よび図３を参照して、本発明の第一の実施形態に係る内
視鏡について説明する。
【０００９】図１は内視鏡１を用いたシステム全体を概
略的に示すものである。内視鏡１は腔内に挿入されるべ
き硬性の挿入部２と、本体部（操作部）３と、ケーブル
部４を備える。ケーブル部４の延出端には光源装置５と
ビデオプロセッサ６が接続される。ビデオプロセッサ６
にはモニタ装置７が接続される。モニタ装置７には内視
鏡１を通じて観察する像が映し出される。
【００１０】内視鏡１の挿入部２の途中で本体部３側に
近い位置の途中部分には２つの屈曲部８が設けられ、こ
の２つの屈曲部８を設けたことにより本体部３が挿入部
２の先端延長方向から側方に偏倚するように構成され
る。このような屈曲部８を設けて本体部３を側方へ偏倚
させた理由は、例えば手術用顕微鏡の観察下で内視鏡１
を使用する場合、手術用顕微鏡の観察視野が本体部３や
それを把持する術者の手でけられることがないようにす
ることにある。
【００１１】また、内視鏡１の本体部３には視野方向を
切り替えるためのスイッチ９が設けられている。この切
替え用スイッチ９は本体部３を把持する術者の手で操作
可能なものである。
【００１２】次に、図２を用いて、上記挿入部２の先端
部分の構造について説明する。挿入部２の遠位端には、
直視用の対物光学系１１が挿入部２の軸と同軸方向に光
軸を配置して設けられ、さらに側視用の対物光学系１２
が挿入部２の軸と直交する方向に光軸を配置して設けら
れている。
【００１３】直視用の対物光学系１１は、直視用のカバ
ーガラス１５と、直視用の偏光素子１６と、直視用の対
物レンズ１７と、偏波面保存ファイバで構成された直視
用のイメージガイドファイバ束１８とから構成されてい
る。また、側視用の対物光学系１２は、側視用のカバー
ガラス２１と、側視用の偏光素子２２と、側視用の対物
レンズ２３と、偏波面保存ファイバで構成された側視用
のイメージガイドファイバ束２４とから構成されてい
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る。
【００１４】直視用のイメージガイドファイバ束１８と
側視用のイメージガイドファイバ束２４は、挿入部２の
挿入部２の先端部分で分岐するものの、これより手元側
の挿入部２の内部では一本に束ねられ、単一のイメージ
ガイドファイバ束２５となって単一の像伝達光学系を構
成する。
【００１５】直視用の偏光素子１６と側視用の偏光素子
２２は偏光方向が互いに直交するように各々が取り付け
られている。この関係を図２（ｂ）と図２（ｃ）を用い
て具体的に説明すると、直視用の偏光素子１６の偏光方
向は紙面上で上下方向へ向く。また、側視用の偏光素子
２２の偏光方向は紙面上で左右方向に向く。つまり、直
視用の偏光素子１６と側視用の偏光素子２２の偏光方向
は互いに直交するように配置されている。
【００１６】次に、図３を用いて、本体部３の内部構造
について説明する。本体部３は挿入部２の近位端に取り
付けられ、挿入部２の遠位端の対物光学系１１，１２に
接続されるイメージガイドファイバ束２５の後端部分が
本体部３の内部まで延伸して取り付けられている。本体
部３には拡大レンズ２７がイメージガイドファイバ束２
５の基端面部２６に対向して配置され、イメージガイド
ファイバ束２５の基端面部２６と拡大レンズ２７との間
には第三の偏光素子２８が同軸的に配置されている。第
三の偏光素子２８はその光学軸を回転中心とするように
回動自在に取り付けられている。
【００１７】第三の偏光素子２８は視野方向切り替えス
イッチ９によって回動操作される。視野方向切り替えス
イッチ９は第三の偏光素子２８の外周に所定の摩察力を
発生しながら当接すると共に、本体部３に回動自在に取
り付けられている。視野方向切り替えスイッチ９を回す
ことによって、第三の偏光素子２８を回動し、図３
（ｂ）に示す第三の偏光素子２８の偏光方向の向きを変
え、観察手段で観察する像を選択できる。
【００１８】拡大レンズ２７の結像位置（紙面上右側）
には固体撮像素子３１が設置されている。固体撮像素子
３１には撮像して得た信号をビデオプロセッサ６まで伝
送する電気信号ケーブル３２が接続されている。この電
気信号ケーブル３２は上記ケーブル部４内に挿通されて
いる。
【００１９】上記イメージガイドファイバ束２５は図３
（ｃ）で示す如く、多数のファイバ素線の集合体であ
り、ファイバ素線３５が密に規則正しく配列されてい
る。紙面上、ファイバ素線３５を淡と濃の２種で表して
いるが、淡のファイバ素線３５ａは図２で示す直視用イ
メージガイドファイバ束１８のファイバ素線を構成し、
濃のファイバ素線３５ｂは図２で示す側視用イメージガ
イドファイバ束２４のファイバ素線を構成している。
【００２０】イメージガイドファイバ束２５により本体
部３まで伝達される観察像は直視用のイメージガイドフ
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ァイバ束１８から伝達される直視画像と、側視用のイメ
ージガイドファイバ束２４から伝達される側視画像の両
方があるが、上記視野方向切り替えスイッチ９を回転さ
せることによりその何れかの画像を選択して透過させ
る。つまり、視野方向切り替えスイッチ９に当接した第
三の偏光素子２８が視野方向切り替えスイッチ９を回転
することにより回動し、観察像を選択的に透過または遮
断することになる。
【００２１】したがって、拡大レンズ２７を通過し、固
体撮像素子３１に結像する観察像は直視画像と側視画像
の何れかとなる訳である。言い換えると、視野方向切り
替えスイッチ９によって、第三の偏光素子２８の偏光方
向を変え、直視画像と側視画像の何れかを観察できる訳
である。そして、単一の挿入部２に単一のイメージガイ
ドファイバ束２５を内蔵するだけで、イメージガイドフ
ァイバ束２５を通じて直視画像と側視画像を伝送し、そ
の何れかを選択的に観察することができる。
【００２２】本実施形態では、対物光学系１１，１２に
半透過鏡を設ける必要がないため、視野変換できる内視
鏡１の挿入部２を細径化することが可能となる。
【００２３】なお、固体撮像素子３１ではなく、本体部
３に接眼部を設ける形式の場合ではその接眼部から直視
画像と側視画像の何れかを観察できるように構成しても
よい。
【００２４】（第二の実施形態）図４を参照して、本発
明の第二の実施形態に係る内視鏡について説明する。
【００２５】本実施形態の基本的な構成は前述した第一
の実施形態と同じであるが、カバーガラス１５，２１の
内側に配置されていた偏光素子１６，２２の代わりに液
晶シャッタ４１，４２が設けられ、さらに本体部３の内
部には偏光素子を設けない点で第一の実施形態のものと
は異なる。
【００２６】第一の液晶シャッタ４１には第一の液晶シ
ャッタ用制御コード４３が接続され、第二の液晶シャッ
タ４２には第二の液晶シャッタ用制御コード４４が接続
されている。そして、上記第一の液晶シャッタ４１と第
二の液晶シャッタ４２はそれぞれ液晶シャッタ用制御コ
ード４３，４４を通じて図示しない視野方向切り替えス
イッチにより電気的に制御され、第一の液晶シャッタ４
１が開いている時には第二の液晶シャッタ４２が閉じ、
逆に第一の液晶シャッタ４１が閉じている時には第二の
液晶シャッタ４２が開くように作動する。従って、観察
像は第一の液晶シャッタ４１と第二の液晶シャッタ４２
の開閉により選択されて単一のイメージガイドファイバ
束２５に入射される訳である。直視の観察像か側視の観
察像の何れかを選択して観察手段の固体撮像素子３１に
結像させることができる訳である。
【００２７】なお、本発明は上記実施形態のものに限定
されるものではない。例えば内視鏡の挿入部が湾曲可能
なものであり、かつその湾曲させた形状を維持可能なも
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のとした内視鏡であってもよい。像伝達光学系としては
イメージガイドファイバではなく、リレーレンズなどの
レンズ系を用いてもよい。
【００２８】＜付記＞
１．単一の挿入部にて複数方向の観察視野が得られるよ
うにした内視鏡において、上記挿入部に内蔵された単一
の像伝達光学系と、上記挿入部の先端部分に配設された
複数の観察窓と、各々の観察窓の内側に直線偏光の方向
が異なるように配設された偏光素子と、上記偏光素子を
設けた各々の観察窓から取り込まれ、上記単一の像伝達
光学系を通じて伝達された像の何れかを選択して透過す
る偏光素子と、この選択された像を観察する観察手段と
を含むことを特徴とする内視鏡。
【００２９】２．単一の像伝達光学系は、イメージガイ
ドファイバであることを特徴とする第１項に記載の内視
鏡。
【００３０】３．挿入部は、湾曲可能かつ湾曲した形状
を維持可能であることを特徴とする第１項または第２項
に記載の内視鏡。
【００３１】４．単一の挿入部にて複数方向の観察視野
が得られるようにした内視鏡において、上記挿入部に内
蔵された単一の像伝達光学系と、上記挿入部先端に配設
された複数の観察窓と、これらの観察窓の内部に各々配
設され、その一つだけが選択的に開くように制御された
液晶シャッタを含むことを特徴とする内視鏡。
【００３２】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、対
物光学系の中に像伝達光学系よりも大きな半透過鏡を設
ける必要がなく、また、機械的なシャッタを設けること*
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*なく、視野変換ができるので、内視鏡の挿入部先端を細
くすることができる。また、構造が簡便であり、複雑で
高価な部品を必要としないため安価に視野変換内視鏡を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一の実施形態に係る内視鏡を用いた
システム全体を概略的に示す説明図。
【図２】（ａ）は上記内視鏡の挿入部先端付近の縦断面
図、（ｂ）は直視用の偏光素子を（ａ）中Ａ方向から見
た偏光方向を示す説明図、（ｃ）は側視用の偏光素子を
（ａ）中Ｂ方向から見た偏光方向を示す説明図。
【図３】（ａ）は上記内視鏡の操作部の縦断面図、
（ｂ）は上記内視鏡の接眼側に設けた偏光素子の偏光方
向を示す説明図、（ｃ）は上記内視鏡のイメージガイド
ファイバ束の拡大横断面図。
【図４】本発明の第ニの実施形態に係る内視鏡の挿入部
先端付近の縦断面図。
【符号の説明】
１…内視鏡、２…挿入部、３…本体部（操作部）、４…
ケーブル部、５…光源装置、６…ビデオプロセッサ、７
…モニタ装置、９…視野方向切替え用スイッチ、１１…
直視用の対物光学系、１２…対物光学系、１５…直視用
のカバーガラス、１６…直視用の偏光素子、１７…直視
用の対物レンズ、１８…直視用のイメージガイドファイ
バ束、２１…側視用のカバーガラス、２２…側視用の偏
光素子、２３…側視用の対物レンズ、２４…側視用のイ
メージガイドファイバ束、２５…単一のイメージガイド
ファイバ束、２７…拡大レンズ、２８…第三の偏光素
子、３１…固体撮像素子、３２…電気信号ケーブル。

【図１】 【図４】
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